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御殿茶屋にはテレビ放映後のお客様が多数来店 

今
年
も
七
月
一
日
（
水
）
か
ら
五

日
（
日
）
ま
で
『
清
川
関
所
の
七
夕

ま
つ
り
』
を
開
催
し
多
く
の
お
客
様

に
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
七
夕
飾
り
】 

「
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
ふ
る
幼
児

舎
」
の
お
子
さ
ん
に
よ
る
可
愛
ら
し

い
工
作
や
願
い
事
な
ど
を
飾
り
、
館

内
が
色
鮮
や
か
に
な
り
ま
し
た
！ 

今年も清川関所の七夕まつりを開催 

 回

覧 

さ
ん
に
よ
る
「o

s
o
to

で
コ
ン
サ

ー
ト
㏌
清
川
関
所
」
を
開
催
。
町

内
各
地
か
ら
約
五
〇
名
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏

や
ま
び
こ
、
に
じ
、
た
な
ば
た
さ

ま
と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
童
謡
の

合
唱
の
ほ
か
、
指
導
者
の
方
か
ら

も
独
唱
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で
素
敵

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
響
き
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

  

 

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
管
理

運
営
委
員
会
を
代
表
し
て
齋
藤
副

会
長
よ
り
、
合
唱
団
の
皆
さ
ん
へ

お
礼
の
言
葉
と
、
あ
ず
ま
や
の
バ

ナ
ナ
ボ
ー
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

【
御
殿
茶
屋 

七
夕
セ
ッ
ト
】 

御
殿
茶
屋
で
は
、
七
月
四
日
（
土
）

と
五
日
（
日
）
に
七
夕
に
ち
な
ん
だ

特
別
メ
ニ
ュ
ー
「
七
夕
セ
ッ
ト
」
を

提
供
し
ま
し
た
。
星
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
オ
ク
ラ
や
寒
天
は
七
夕
に
ピ
ッ

タ
リ
で
目
に
も
鮮
や
か
で
し
た
。 

テ
レ
ビ
で
井
上
咲
楽
さ
ん
が 

召
し
上
が
っ
た
東
風
そ
ば 

【o
s
o
to

で
コ
ン
サ
ー
ト 

㏌
清
川
関
所
】 

七
月
四
日
（
土
）
に
は
庄
内
ひ

び
き
合
唱
団
ア
ル
エ
ッ
ト
（
旧
あ

ま
る
め
少
年
少
女
合
唱
団
）
の
皆 

 

前
の
週
に
「
一
泊
家
族
」
と
い
う

テ
レ
ビ
番
組
に
御
殿
茶
屋
の
東
風

そ
ば
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
連
日
多
数
の
お
客
さ
ま
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
出
演
の
井
上
咲
良

さ
ん
は
お
代
わ
り
さ
れ
ま
し
た
！ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和 8 年度 歴史講座 in 清川 ～5 月 20 日、7 月 15 日に開催～ 

令和８年（２０２６年）８月 12 日     清川歴史公園かわら版               第３１号 

五
月
二
〇
日
（
水
）
に
令
和
八
年
度

の
第
一
回
「
歴
史
講
座
㏌
清
川
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
町
内
を
は
じ
め
鶴
岡
・

酒
田
・
新
庄
な
ど
か
ら
約
二
十
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
師
に
致
道
博
物
館
学
芸
員
の
菅

原
義
勝
氏
を
迎
え
、
「
松
ヶ
岡
開
墾
を

辿
る
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
ご
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
明
治

維
新
後
の
庄
内
と
酒
井
家
の
歩
み
を

は
じ
め
、
松
ヶ
岡
開
墾
の
目
的
や
養
蚕

事
業
の
展
開
さ
ら
に
「
ワ
ッ
パ
騒
動
」

と
呼
ば
れ
る
開
墾
士
族
に
つ
い
て
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
民
運
動
ま
で

当
時
の
資
料
を
も
と
に
わ
か
り
や
す

く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
開
墾

に
携
わ
っ
た
士
族
が
昼
は
開
墾
、
夜
は

武
芸
に
励
む
厳
し
い
生
活
を
送
り
な

が
ら
「
力
食
（
自
ら
の
労
力
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
）」
を
目
指
し
て
い
た
こ

と
や
、
開
墾
を
支
え
た
農
民
と
の
関 

 

七
月
十
五
日
（
水
）、
第
二
回 

歴
史

講
座
㏌
清
川
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
の
升

川
繁
敏
氏
を
お
招
き
し
て
「
明
治
初

期
の
庄
内
に
お
け
る
学
制
に
つ
い

て
」 

わ
り
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、
明
治

初
期
の
庄
内
の
社
会
情
勢
を
理
解
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

致
道
博
物
館 

 
 
学
芸
員 

菅
原 

義
勝 

氏 

て
」
と
題
し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
義
で
は
庄
内
に
お
け
る
学
校

教
育
の
始
ま
り
や
発
展
に
つ
い
て
明

治
二
年
に
開
校
し
た
学
而
館
、
そ
の

後
の
琢
成
学
区
の
創
立
や
酒
田
中
学

校
の
併
設
、
さ
ら
に
明
治
七
年
ご
ろ

か
ら
寺
院
や
民
家
を
校
舎
と
し
て
各

地
で
学
校
を
開
設
さ
れ
た
経
緯
な
ど

を
、
資
料
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や

す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
庄
内
に
お
け
る
学
校
教
育

の
歩
み
や
地
域
の
教
育
に
携
わ
っ
た

先
人
た
ち
の
尽
力
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
問
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域

の
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
有
意
義

な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。 

第
三
回
「
歴
史
講
座
㏌
清
川
」 

【
日
時
】
十
一
月
十
一
日
（
水
） 

【
講
師
】
山
形
大
学 

准
教
授 

小
幡
圭
祐
氏 

【
内
容
】 

「
初
代
山
形
県
令
・
三
島
通
庸
に 

と
っ
て
の
庄
内
地
域
」 

【
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

受
付
：
お
昼
十
二
時
よ
り 

昼
食
：
十
二
時
～
午
後
一
時
ま
で 

食
事
処 

御
殿
茶
屋 

・「
肉
そ
ば
（
温
）」 

・「
そ
ば
ぜ
ん
ざ
い
」 

講
座
：
一
時
～
二
時
三
十
分
ま
で 

※
終
了
後
、
希
望
者
に
は
清
川
ま 

ち
歩
き
に
ご
案
内
し
ま
す
。
追
加 

代
金
不
要
。 

【
会
場
】
清
川
関
所 

【
募
集
人
員
】
二
十
名 

【
参
加
費
】
お
ひ
と
り
千
八
百
円 

【
申
込
受
付
】
清
川
関
所
（
電
話
：

〇
二
三
四
―
二
五
―
五
八
八
五
） 

鶴
岡
市
史 

編
さ
ん
委
員 

升
川 

繁
敏 

氏 

次
回
の
歴
史
講
座
の

お
知
ら
せ 



[

お
問
合
せ] 

清
川
関
所
（
電
話: 

〇
二
三
四
―
二
五
―
五
八
八
五
） 

  

 

 

 

前

に

は
、
き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
ま
ち

歩
き
を
実
施
。
清
川
関
所
や
芭
蕉
上
陸
の
地
、

更
に
御
殿
林
を
抜
け
て
、
清
河
神
社
等
に
参
加

者
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。 

六
月
十
四
日
（
日
）
に
「
清
川

関
所
寄
席
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

月
亭
天
使
さ
ん
と
桂
文
五
郎
さ

ん
を
お
迎
え
し
上
方
落
語
を
ご

堪
能
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人

も
三
年
目
と
な
り
、
会
場
の
お
客

様
と
の
掛
け
合
い
も
ば
っ
ち

り
！
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
庄
内
地
方

の
話
題
も
交
え
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
約
二
十
名
の
お

客
様
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
落

語
会
の
あ
と
は
御
殿
茶
屋
の
東

風
そ
ば
を
堪
能
し
、
素
敵
な
日
曜

日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

  

       

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上方落語の月亭天使さんと桂文五郎さんによる落語会を開催 

 

紙
芝
居
『清
河
郎
』 

 

～
風
雲
児
こ
こ
に
死
せ
り
～ 

⑭ 

 

  

 

清
川
の
北
楯
大
堰
を 

案
内
し
て 

六
月
に
立
川
小
学
校
五
年
生
十

四
名
に
よ
る
自
然
教
室
、
清
川
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
ガ
イ
ド

二
名
で
御
諸
皇
子
神
社
、
北
楯
大

堰
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
目
標
や
計
画
を
立
て
、
自
分

で
判
断
し
行
動
す
る
力
を
つ
け
る

た
め
の
三
班
編
成
で
、
各
班
と
も

役
割
分
担
が
き
ち
ん
と
活
か
さ

れ
、
説
明
に
は
熱
心
に
書
き
と
め

た
り
、
た
く
さ
ん
の
質
問
も
あ
り
、

ク
イ
ズ
に
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
答

え
ら
れ
、
と
て
も
楽
し
い
交
流
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
と
か
ら
、
日
本
屈
指
の
米
ど
こ

ろ
庄
内
平
野
の
礎
と
な
る
世
界
か

ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

北
楯
大
堰
が
で
き
ま
し
た
。 

 

昔
の
人
々
の
思
い
を
想
像
し
、

狩
川
の
見
龍
寺
に
お
墓
が
あ
り
、

楯
山
公
園
に
庄
内
平
野
を
見
渡
す

北
舘
大
学
様
の
銅
像
に
、
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
参
り
し
て
く
だ

さ
い
と
挨
拶
し
、
ガ
イ
ド
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
ガ
イ
ド

を
通
し
て
皆
様
と
楽
し
く
交
流
で

き
た
ら
幸
い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
願

っ
て
お
り
ま
す
。 

令和８年（２０２６年）８月 12 日     清川歴史公園かわら版               第３１号 

立川小学校 5年生清川ウォークラリーをご案内しました 

清
川
は
、
源
義
経
一
行
が
平
泉
の

藤
原
氏
へ
向
か
う
途
中
御
諸
皇
子
神

社
に
一
泊
さ
れ
た
り
、
俳
聖
松
尾
芭

蕉
が
新
庄
か
ら
最
上
川
を
下
り
上
陸

さ
れ
た
り
、
明
治
維
新
の
魁
と
な
っ

た
清
河
八
郎
公
の
誕
生
の
地
で
あ

り
、
幕
末
の
戊
辰
戦
争
清
川
口
の
戦

い
の
地
と
な
っ
た
所
で
す
。
こ
こ
で

は
、
北
楯
大
堰
に
つ
い
て
述
べ
て
み

ま
す
。 

酒
井
家
が
庄
内
に
入
部
す
る
前
に

庄
内
を
統
治
し
て
い
た
最
上
義
光
公

が
家
臣
の
北
舘
大
学
助
利
長
公
に
狩

川
・
清
川
・
立
谷
沢
を
統
治
さ
せ
た 

歴
史
の
里
の
お
も
て
な
し 

～
ガ
イ
ド
の
会
よ
り
～ 



 

～清河八郎筆『旦起私乗』解読講座～ 
 明治大学名誉教授 徳田武氏が 

講師として再来町します！ 

・日時：9月 26 日（土）14：30～16：30 
・場所：響ホール 小ホール 
・定員：30 名程度 
・内容：「庄内町史資料第八号 清河八郎関係日記二」 
    中の『旦起私乗』の解読講座 
・参加費：無料（別途テキスト代 2,100 円） 
     ※テキストを持参した方はテキスト代不要 
・申込方法：庄内町教育委員会社会教育課社会教育係へ 

電話（0234-43-0183）または Eメール 
※Eメールの方は、件名「9月 26 日解読講座申込み」 

とし、「氏名、お住まいの市町村（庄内町の方は 

行政区まで）、電話番号」を記入してください。 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

令和８年（２０２６年）８月 12 日      清川歴史公園かわら版            第３１号 

↑E メールは 
こちらから 

↑テキスト販売中 

一緒に「清河八郎」を盛り上げ 
てくれる方大歓迎！！ 会員募集中 

維 新 の魁 

「清 河 八 郎 」を大 河 ドラマに ！ 
「清河八郎」を主人公とする大河ドラマの実現を目指し、平成３０年５月に「清河八郎」

大河ドラマ誘致協議会を設立しました。現在、清河八郎を多くの人に知ってもらいたいと

いう願いのもと、周知活動を行っています。 

【今年の会費納入特典は「クリアファイル」】 

今 年 は、舞 台 「お蓮 」の公 演 があります  

Instagram で情報発信中 


